
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 地域材の利用促進（継続）

流 域 名 天竜

実施箇所及び 静岡県浜松市天竜区静岡県立森林公園 平成 22 年 10 月 10 日
実施日 静岡県浜松市中区アクト通り 平成 22 年 10 月 16 日

静岡県浜松市中区アクト通り 平成 22 年 10 月 17 日
外

取組の背景及 静岡県及び浜松市においては、川上から川下が連携を図り、
び必要性 計画な木材の供給、品質確かな製材品である地域材の利用促進

をするための取組を継続している。

国有林としても地域の林業、木材産業の活性化のため、民有
林と連携して取り組んでいく必要がある。

【これまでの取組内容】
当署では、静岡県・浜松市の各種会議・イベントへの参加、

各種団体、ボランティアの受け入れを実施し、国有林材（地域
取 組 の 内 容 材）の利用促進をＰＲしてきた。

【Ｈ22年度の取組内容】
各種イベントへの参加、各種団体、ボランティアの受け入れ

を実施し、国有林材（地域材）の利用促進をＰＲした。
静岡県天竜地域では、新たな木材需要に応えるトータル（A

・B・C 材）木材供給体制づくりのため「天竜材の直送システ
ム研究会」で具体的なシステム構築に向け研究を行った。

国有林担当 天竜森林管理署：企画、立案、資料作成、情報収集
部局・役割

連携協働相 関係市町・関係団体等：企画、立案
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 地域材の利用促進（継続）

先進地の取組み調査・研究

直送システム中間土場

直送システム中間土場での意見交換

竹馬作り アケビ・フジ蔓による籠編み



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 伐出等の低コスト化に向けた林業技術の確立と推進（継続）

流 域 名 天竜

実施箇所及び 静岡県掛川市倉真
実施日 平成 22 年 11 月 9 日外

取組の背景及 流域の中では、林業生産活動の活性化に向けた取組として、
び必要性 低コスト路網の開設や高性能林業機械の導入による木材生産費

の低コスト化を図るための取組が行われている。

国有林としても地域に適した低コスト化のための路網整備等
の技術の確立が必要となっている。

【これまでの取組内容】
局主催による「低コストで壊れにくい作業路網現地検討会」

に参加し、作業路開設の受講及び作業路開設実習を体験してき
取 組 の 内 容 た。

【Ｈ22年度の取組内容】
掛川市内の民有地で壊れにくい作業路網の開設について、静

岡県中遠農林事務所及び森林所有者等と意見交換を行った。

国有林担当 天竜森林管理署：作業路網の検討
部局・役割

連携協働相 静岡県中遠農林事務所：場所提供、参加者手配
手先・役割



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 浜松市、静岡県との共催による森林感謝祭（継続）

流 域 名 天竜

実施箇所及び 浜松市天竜区龍山町瀬尻国有林866と林小班外
実施日 平成22年11月21日

取組の背景及 浜松市との共催による「森林感謝祭」は平成１９年度から継
び必要性 続して実施している事業であり、森林・林業に対する理解を深

め、浜松市民が川上への理解に繋げる必要がある。

また、参加した市民からは継続実施の要望がある。

【これまでの取組内容】
静岡県・浜松市と当署が中心にイベントの企画をし、各種団

体、企業の参加を得て実施してきた。
取 組 の 内 容

【Ｈ22年度の取組内容】
森林感謝祭は浜松市との共催による事業で昨年度に引き続き

「浜松の森のめぐみに感謝する１日」として、間伐体験、森林
教室、森林散策、間伐材を利用したベンチづくりのほか各種プ
ログラムを浜松市と共に企画、立案し下流住民参加のもとに実
施した。

国有林担当 天竜森林管理署：企画、立案、参加者募集、資料作成、現
部局・役割 地説明、技術指導

連携協働相 浜松市、静岡県：企画、立案、参加者募集、現地説明
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 浜松市、静岡県との共催による森林感謝祭（継続）

間伐体験

ベンチ作り

展示林見学



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 国有林現地見学会（継続）

流 域 名 天竜

実施箇所及び 浜松市天竜区春野町神沢第一国有林467林班外
実施日 平成22年11月11日

取組の背景及 管轄する国有林の約94％が浜松市に位置し、浜松市では浜松
び必要性 市協働「森林CSRワークショップ」また静岡県等では「森の感

謝祭等」の木工作等の体験者を募集し、国有林･民有林をフィ
ールドとした森林との共生に向けた市民の参加による活動を実
施している。

国有林においてもそれらの取組に参画するとともに、継続し
ている「国有林現地見学会」を実施し、下流住民の森林・林業
に対する理解を深め、川上への理解と行動に繋げる必要がある。

【これまでの取組内容】
森林の持つ公益的機能をＰＲするとともに、特に奥地水源地

に所在する国有林のＰＲを天竜流域林業活性化センターとの連
取 組 の 内 容 携により実施してきた。

【Ｈ22年度の取組内容】
国有林現地見学会は森林インストラクターによる森林教室、

高齢級間伐箇所を見学し、搬出してある丸太を見て実際に木の
温もりを感じてもらい、森林の持つ多面的機能をＰＲするとと
もに、特に奥地の生物多様性保全機能がある国有林のＰＲを天
竜流域林業活性化センターとの連携により取り組んだ。

国有林担当 天竜森林管理署：企画、立案、参加者募集、資料作成、
部局・役割

連携協働相 天竜流域林業活性化センター：参加者募集、関係団体へのPR
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 国有林現地見学会（継続）

森林教室

搬出丸太見学

間伐箇所説明



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林環境教育（継続）

流 域 名 天竜

実施箇所及び 静岡県浜松市北区引佐町 霧山第一国有林外
実施日 平成22年6月16日～17日

取組の背景及 下流域の小中高学生徒の森林・林業に接する機会が少ないこ
び必要性 とから森林環境教育の要望がある。

【これまでの取組内容】
平成 13 年度から気賀高等学校の体験学習を実施している。

取 組 の 内 容 【Ｈ22年度の取組内容】
気賀高等学校の体験学習として生徒3名を受け入れ、国有林

野事業の説明、霧山第一国有林で保育間伐、収穫調査等を実施
した。

国有林担当 天竜森林管理署：企画、立案、指導
部局・役割

連携協働相 気賀高等学校 ：生徒指導
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林環境教育（継続）

国有林野事業の説明

間伐体験

収穫調査


